
様式第８号（第１１条関係） 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和７年 ３月 ３１日 

 

（あて先）松本市長 

（申請者）  城北地区住みよい町づくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 城北地区防災活動推進事業 

実 施 主 体 城北地区住みよい町づくり協議会（安全の部会） 

実施日（期間）  令和６年４月１日から令和７年３月３１日 

実 施 場 所 城北公民館他 

事 業 概 要 

１ 開智小学校避難所運営委員会の活動支援及び委員会へ参加 

２ 「能登半島地震避難所支援ボランティア」講演会を開催 

３ 城北地区「我が家の安心・安全づくり」全戸配布 

４ 松本深志高等学校および開智小学校避難所備品購入 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

瑞松寺の茅野俊幸住職による防災講演会を開催し、防災意識を醸成することが

できた。 

 昨今、能登半島地震をはじめ大きな地震が日本各地で発生していることから、

過去に協議会で作成した「我が家の安心・安全づくり」を全戸配布し、いざとい

う時に慌てないよう日頃から命を守る対策の注意喚起を行なった。 

課 題 

 地区防災計画（案）を作成し策定委員会を１回開催。読み合わせをしながら説明し 

たが、そこから先に進んでいない状況。出来るだけ早期に地区住民に配布できるよう 

引き続き検討をしていく。 

 城北公民館指定避難所について、要支援者受入れがスムーズにできるような体制 

づくりを考えていく。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２12,362円 １82,３６2円 30,０００円 円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 城北地区健康づくり推進事業 

実 施 主 体 城北地区住みよい町づくり協議会（健康の部会） 

実施日（期間）  令和６年４月１日から令和７年３月３１日 

実 施 場 所 城北公民館他 

Ｉ 金 ６５０,０００ 円 



事 業 概 要 

子どもから高齢者まですべての地区住民を対象とした健康づくり、

介護予防フレイル予防のための各種事業、講座を年間を通して開催し

ました。 

 実施事業 

・ウｵ－キング大会・マレットゴルフ大会・スキー教室・軽スポーツ交流会・健

康講座 ボウリング大会 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 子どもから高齢者まですべての地区住民を対象とした健康づくり事業を通し

て、顔の見えるつながりをはぐくみ、支え合える地域づくりを進めることがで

きた。 

課 題 
参加者が減少傾向である事業は、内容の見直しを図り、幅広い世代間交流ができ

る、顔の見える関係づくりを進めていく。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１４２,0３０円 １１２,0３０円 3０,０００円 円 

 

 

③ 事業名： 城北地区地域福祉推進事業 

実 施 主 体 城北地区住みよい町づくり協議会（福祉の部会） 

実施日（期間）  令和６年４月１日から令和７年３月３１日 

実 施 場 所 城北公民館他 

事 業 概 要 

「誰もが、住み慣れた家・地域で安心して暮らし続けることができる仕組みづくり」を

具体的に取り組んだ。 

１ 松本市立病院の中村雅彦先生による認知症講演会を２回開催 

２ 認知症対応の参考図書の購入 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

第1回講演会では「認知症の初期症状、気が付くポイント もっと知ろう認知症のこ

と」、第２回は「地域で支える認知症―認知症の人の声、視点に寄り添うー」を演題に 

学習会を開催することで認知症の早期発見や当事者が何を考えているのか等を学

ぶ機会となった。 

課 題 

認知症の書籍を購入したため、対応方法等を学び、地域での活用を図っていきた

い。 

令年度から高齢者向けの支えあいマップ（案）の作成を検討しているため、高齢者

アンケートを基に具体的な内容についての検討を進めたい。 

町会と連携し安心して暮らし続ける地域づくりを進めていく。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２21,418円 １91,418円 ３０,０００円 円 

※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

   575,810円    ４85,810円     ９０,０００円     円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

⑵ 本年度の積立実績の報告 



事業名： 防災物資整備事業 

積立目的  
防災物資は必要な物資が多く、単年度だけで整備することが困難であるため、資金

を積み立てるもの。 

積立期間        令和２年度から   令和１３年度まで （本年度５年目） 

積立ての 
目標金額 

５００,０００円 

積立実績  

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差引累計  

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 １１９,５０８円 １１９,５０８円 ０円 

２年目 １８９,０５７円 １８９,０５６円 １円 

３年目 ４６,４４６円 ０円 ４６,４４６円 

４年目 54,978円 ０円 54,978円 

５年目 74,290円 0円 74,290円 

本年度の積立実績 D    74,290円 Ｅ         ０円 Ｆ     175,715円 

合 計 額  484,279円 ３０８,５６４円  

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）   

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

       円                 円      円 

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

※ 事業が２以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金       ９０,０００円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


